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アルツハイマー型認知症の治療 

薬物療法 

・コリンエステラーゼ阻害薬 

 アリセプト 

 レミニール 

 リバスタッチ、イクセロン 

・NMDA受容体拮抗薬 

 メマリー 

・Person-centered care 
 
・音楽療法 
 
・運動療法 
 
・回想療法 
 
・現実見当識訓練 
 
・アロマ療法 
 
・バリデーション療法 

非薬物療法 



2011年、アリセプトに続き新たな治療薬が承認された 

コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻
害
剤 

N
M

D
A

 

受
容
体
拮
抗
薬 

レミニール 

リバスタッチ 
イクセロン 

メマリー 



認知機能低下 
の遅延 

行動、心理症状 
の改善 

日常生活動作能力 
の維持 

介護に要する 
時間の短縮 

薬物療法を行う意義： 4つの柱 

薬物療法の原則 
 

・ 長期的に利点があること 
・ 安全であること 



薬物療法の種類 1. －コリンエステラーゼ阻害薬 － 

いっしょがいいね.com より 



Davis BM, 本間昭監訳. 臨床精神薬理 2007； 10： 1364-76 

アセチルコリンエステラーゼ阻害薬の効果 

認知機能の低下を半年から一年遅らせる 



ガランタミン レミニールⓇ の特徴 

3200 年前のギリシャの英雄、オディセイが記憶を競うクイズでチャンピオン
になったときに、ガランタミンを摂っていたという逸話がある。 

ガランタミンというラッパズイセン、ヒガンバナから抽出して採れる物質が記憶
によいということでギリシャ時代からメディカルハーブとして使われていた. 

第3級アルカロイド 



レミニールに期待されるアリセプトにない効果 

従来の作用 + APL 作用（黄色） 



ガランタミン レミニールⓇ には様々な剤形がある 



リバスチグミン リバスタッチⓇ、イクセロンⓇ の特徴 

貼付剤 
 
ゆっくり吸収されるために 
吐気、食欲低下など副作用が少ない 
 
一日一回、御家族で管理ができる 



薬物療法の種類 2. －NMDA 受容体拮抗薬 － 

NMDA：  
N-メチル-D-アスパラギン酸 

従来の薬と作用機序が異なる 



メマンチンのドネペジルへの追加投与の効果（出典：Tariot PN, et al. JAMA 2004; 291: 317-24.） 
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メマリーは高度アルツハイマー型認知症に対して 
アリセプトと併用できる 



メマリーは中等度から高度アルツハイマー型認知症でしばしば 
問題となる BPSD に対して有効な治療薬としても期待されている 

不変 発現 



補足資料： BPSD の復習 



2005年にアメリカ食品医薬品局 (FDA) より「非定型抗精神病薬を高齢者認知

症患者のBPSD治療に用いるとプラセボに比べて死亡率が有意に上昇する（1.6

倍～1.7倍）」という勧告が出されている. 

 

これを受けて議論を重ねた結果 2011年9月28日付 厚生労働省通達にて 

器質的疾患に伴うせん妄、精神運動興奮状態、易怒性 に対して 

クエチアピン、ハロペリドール、ペロスピロン、リスペリドンの使用に言及した 

 

 

高齢者では副作用が出現しやすいため、少量から慎重に用いる必要がある。 

 

錐体外路症状の改善を目的とした抗コリン薬は認知機能の悪化を来たすこと

があり、注意を要する。 

BPSD に対する薬物療法にあたっての注意点 

（セロクエルⓇ、セレネースⓇ、  ルーランⓇ、  リスパダールⓇ） 







アリセプトの投与による BPSD 改善の報告 

Trinh, N.H. et al.：JAMA, 289, 210-6（2003） 



BPSDに対してドネペジル（アリセプト）の方がやや有効で
あるが、統計的に有意差は得られていない 
 

BPSD showed significant improvement with donepezil 
compared with placebo, whereas this was not the case 
for memantine.   
WMD in NPI for donepezil versus memantine favoured 
donepezil but was not statistically significant. 

ドネペジルとメマンチンのBPSD に対する効果の比較試験 （Systematic Review) 

ドネペジル 

メマンチン 

有効 

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC3199891/figure/F3/


Hirudin とは 
 

ヒルの唾液腺(だえきせ
ん)から分泌され、血液の

凝固を阻止する働きをも
つポリペプチド。 

ドネペジルとヒルジンを組み合わせたBPSD に対する治療 
－中国からの新たな取り組み － 

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC3354329/figure/F4/


アルツハイマー型認知症治療のまとめ 

治療は薬物療法と非薬物療法に分けられる。 

 

現在治す薬はないが、進行を半年から1年遅らせることができる。 

 

2011年からそれぞれの状態に合った薬を選択できるようになった。 

 

BPSD に対する薬物治療は時に悪化を招くことがあり慎重を要する。 


